被害者の意思と犯罪の成否 : パチス口遊技の「体感器」事案を素材として by 丸山 雅夫






























































3月 18日jflj録21絡 309頁)， r窃議罪ノ成立ニハ他人ノ所有物ニ関シ不正領得ノ
意思、テ以テ其所持テi侵害シ事実上之テ自己ノ支配内ニ移スノ事実アノレコトテ


























者としてふるまう意思を表現したものj としていた(最二小決昭和 31年 8Fl 22 














(最三小半Ij昭和 29年10河口日前条8巻 10号 1591質問。
なお，判例のなかには，玉の大きさが正当支よりも小さいために的中率が
高い不正玉を用いて出玉を取得した事案について，景品交換段階での詐欺罪

































































































































































































































































































































































































































































































































年)， 2号機(1988年)， 3号機(1990年)， 4号ー 機(1992fF) とその改良忠としての
4.0号機， 4.1号機， 4.5号機， 4.7号機合経て，現tE(ま 5号機 (2005(!o) (こ機 ~J!が入




告怒ft!， Oflj集 61巻 3考 345ffiI以下)(こ詳綴{こ述べられている。








分類されている(たとえば，大塚f二ほか緩 f大コンメンターノレ刑法〔第 2絞〕第 7
巻 (2000年，下苦手本主普段)261 Ji以下〔毛利晴光])。 しかし， かつての f家j制度を
前提とする家長の伎底縫だけに替問する見解(大半Ij大正7年 12月6臼jflJ録24緩
1506 :1ま，大'I'lJ昭和 14年 12月22B剤薬 18巻 5651まなど)がもはや問題になりえな
い現夜においては，いわゆる王子穏設に対する住居楼言見守 f新j伎寂権説と称するま
でのこともない。
5) 大塚f二ほか綴 Z大コンメンター/レ刑法〔第2絞〕第 12巻 (2003iF，青林苦手続)




i) たとえば，浦和地判昭和28年 8R 21日'I'lHJi符報8号 19Ji，名古屋荷物昭和 28
年 10R 14日高刑集6巻 11号 1525頁，仙台高判i昭和 29年 2月23B潟耳目集7巻 3
号268頁， fi出会潟2来秋応3主将昭和2ヲ年 8R 24日高裁郎事数判特報 1巻 4i子157
Ji， 1;長i海高裁宮崎支判昭和30年 5月25日高裁刑事実文字IJ特報2巻 10号4守4]芝，東京
高判昭和 31年 1R 30日潟裁刑事裁判特報3巻 1号 28J主，東京高半IjRl:l手口 31年 7月
24日商問主義9巻 8-l5-868 :1室。





否J 最高裁判所判例解説刑務葉¥iAl:lfO 29年度 (1955年)295頁は，窃盗罪の成立
を~ r ~当然で?ある j としている c
10) 藤:i王手H.it パチンコ3遊戯における一部不正去の使用と詐欺罪の成立範図JrjflJ 
守王将例f，f釈築 16巻昭和29年度(1961年)103 Ji参照c

























15) 本田・前出注 13)299 1'[以下。
16) 本回・前!出j主13)297]室以下会
17) 山中敬一「いわゆる低周波治療器主立体感、機i"使用してスロットマシンからメダ Jレ






きに該当するj として，否定されている(徳島家決平成 19iド2FJ 26 I1家裁J銀 59
巻 6号 72~Il。
19) 本決定に対するコメント(判例I寺報 1982号 160]:1以下)， iCiHl]fl中「王手らメダル
i"不正取得する図的で体感器と称する電子機器を身体lこ装おしパチスロ機で遊戯
fとして取得したメダルについては， I河径子機器がパチスロ機lこi任後には不.iEの工作




















否 議荷役平成 19年 4月 13EI第二小法廷決定とその後の事3誌の検討j宅評判刑事弁











24) 佼久間・総出注 20)19 :fc 
25) 内出・前出没22)刑事法ジャーナノレ 10号 124:fc 
26) 佐久間・官官邸浅 20)17 :f。















35) 翠谷葵「住居侵入罪の保護法主主j別冊ジュリスト 117号 D11J法判例百選 I各論
〔第3版J.l(1992年)35頁， JI端博 f住居侵入罪」芝原邦磁ほか綴昨日法理論の現
代的展開各論.1(1996年，日本評論社)113 1'[，山口移 5刑法各論〔補訂版九 (2005
年，有斐隠)120頁，沼田典之子刑法各論〔第4絞JJ (2007年，弘文主主)94]室。他




















2喜界の成否j ジュリスト 1354号?王子成 1ヲ年度張要判例解説.1(2008年)176 ft{ま，
i盆撮El約での銀行出張所内への立入りに建造物侵入罪を認めることに疑問を呈して
いる。
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